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第1表の1 

予  定  処  理  区  域  調  書  （ 汚 水 ） 

予定処理区域 
の面積 

     〃 
約790 ㌶ 

予定処理区域内 
の地名 

福井県越前町 
区域は下水道計画一般図表示のとおり 

処理区域の名称 面 積（単位：ヘクタ－ル） 摘   要 

〃 
朝日処理区 

〃 
462 

 

〃 
織田処理区 

〃 
328 
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第1表の2 

予  定  排  水  区  域  調  書  （ 雨 水 ） 

予定排水区域 
の面積 

     〃 
約346 ㌶ 

予定排水区域内 
の地名 

福井県越前町 
区域は下水道計画一般図表示のとおり 

排水区の名称 面 積（単位：ヘクタール） 摘   要 

朝
日
処
理
区 

〃 
上 川 去 排 水 区 

〃 
48 

 

〃 
西 田 中 排 水 区 

〃 
102 

 

〃 
気 比 庄 排 水 区 

〃 
9 

 

織
田
処
理
区 

〃 
織 田 第 １ 排 水 区 

〃 
7 

 

〃 
織 田 第 ２ 排 水 区 

〃 
11 

 

〃 
織 田 第 ３ 排 水 区 

〃 
7 

 

〃 
織 田 第 ４ 排 水 区 

〃 
6 

 

〃 
織 田 第 ５ 排 水 区 

〃 
15 

 

〃 
織 田 第 ６ 排 水 区 

〃 
17 

 

〃 
沖 田 第 １ 排 水 区 

〃 
9 

 

〃 
沖 田 第 ２ 排 水 区 

〃 
5 

 

〃 
沖 田 第 ３ 排 水 区 

〃 
4 

 

〃 
沖 田 第 ４ 排 水 区 

〃 
7 

 

〃 
禅興寺第１排水区 

〃 
4 

 

〃 
禅興寺第２排水区 

〃 
6 

 

〃 
禅興寺第３排水区 

〃 
11 

 

〃 
禅 興 寺 川 排 水 区 

〃 
18 

 

〃 
沖 田 川 排 水 区 

〃 
11 

 

〃 
織 田 川 排 水 区 

〃 
36 

 

〃 
北 川 排 水 区 

〃 
7 

 

〃 
天 王 川 排 水 区 

〃 
6 
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第2表 

計  画  降  雨  調  書 

処理区域の名称 

計画降雨 

摘   要 
一時間当たりの降雨量
(単位：ミリメートル) 

確率年 

 
朝日処理区 

－ 
47 

－ 

5 年 
 

 
織田処理区 

－ 
45 

－ 

5年 
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第3表の1 

吐   口   調   書   （ 汚 水 ） 

処理区 
の名称 

主要な吐口 
の種類 

主要な吐口の 
番号又は名称 

主要な吐口の位置 
計画放流量 

(m3/s) 
放流先の名称 摘要 

〃 
朝日処理区 

〃 
処理施設 

〃 
朝日浄化 

センター放流渠 

〃 
 越前町大字 
 気比庄28字清房 

〃 
0.067 

〃 
和田川 

(一級河川) 
 

〃 
織田処理区 

〃 
処理施設 

〃 
No.1 

〃 
 越前町平等 
 第20字原島地先 

〃 
0.065 

〃 
天王川 

(一級河川) 
 

織田処理区 
－ 

処理施設 
－ 

宮崎浄化 
センター放流渠 

－ 

越前町江波地内 
－ 

0.000 
－ 

天王川 
(一級河川)   

 

 

第3表の2 

吐   口   調   書   （ 雨 水 ） 

処理区 
の名称 

主要な吐口 
の種類 

主要な吐口の 
番号又は名称 

主要な吐口の位置 
計画放流量 

(m3/s) 
放流先の名称 摘要 

〃 
上川去 
排水区 

〃 
分流式 
雨水渠 

〃 
雨水吐口 
No.-2 

   〃 
 越前町大字 
 上川去9字美殿 

〃 
5.371 

〃 
近田川 

(一級河川) 
 

〃 
西田中 
排水区 

〃 
分流式 
雨水渠 

〃 
雨水吐口 
No.-3 

   〃 
 越前町大字 
 気比庄15字鯖江 

〃 
11.069 

〃 
近田川 

(一級河川) 
 

〃 
気比庄 
排水区 

〃 
分流式 
雨水渠 

〃 
雨水吐口 
No.-4 

   〃 
 越前町大字 
 気比庄31字日焼 

〃 
1.060 

〃 
近田川 

(一級河川)  
 

〃 
沖田第1 
排水区 

〃 
雨水吐口 

〃 
No.2 

   〃 
越前町 
 織田第32字 
 馬渕地先 

〃 
2.354 

〃 
沖田川 

(準用河川) 
 

〃 
織田第5 
排水区 

〃 
雨水吐口 

〃 
No.3 

   〃 
越前町 
織田第96字島地先 

〃 
1.704 

〃 
織田川 

(一級河川) 

放流先の
洪水流量 
91.38 

〃 
禅興寺第3 
排水区 

〃 
雨水吐口 

〃 
No.4 

   〃 
越前町 
下河原第10 
字国戸地先 

〃 
1.355 

〃 
禅興寺川 

(砂防河川) 

放流先の
洪水流量 
25.00 

〃 
織田第6 
排水区 

〃 
雨水吐口 

〃 
No.5 

   〃 
越前町 
平等第20字 
原島地先 

〃 
1.253 

〃 
織田川 

(一級河川) 

放流先の
洪水流量 
91.38 
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第4表の1 

管   渠   調   書   （ 汚 水 ） 

処理区の名称 
主要な管渠の内のり寸法 

（単位：ミリメートル） 

延     長 

（単位：メートル） 
点検箇所の数 摘     要 

〃 

朝日処理区 
〃 

◎100 ～ ◎600 
〃 

11,220 
〃 

7 

 
 

〃 

織田処理区 
〃 

◎100 ～ ◎400 
〃 

11,100 
〃 

8 

 

第4表の2 

管   渠   調   書   （ 雨 水 ） 

処理区の名称 
主要な管渠の内のり寸法 

（単位：ミリメートル） 

延     長 

（単位：メートル） 
点検箇所の数 摘     要 

〃 

上川去排水区 

（朝日処理区） 

〃 
□・ 700× 700 

～ 
□・ 2,500×1,440 

〃 

1,700 
  

〃 

西田中排水区 

（朝日処理区） 

〃 
  □・ 1,300× 1,200 

～ 
       □・ 4,790  

      × 1,300 
         4,100 

〃 

3,210 
  

〃 

気比庄排水区 

（朝日処理区） 

〃 
該当なし    

合計 

（朝日処理区） 
 

〃 

4,910 
  

〃 

織田第５排水区 

（織田処理区） 

〃 
1,400 

□・   ×800 
700 

～ 
1,050 

□・   ×800 
700 

〃 

220 
  

〃 

織田第６排水区 

（織田処理区） 

〃 
□・700×700 

～ 
□・1,000×900 

〃 

170 
  

〃 

沖田第１排水区 

（織田処理区） 

〃 
□・1,200×600 

〃 

120 
  

〃 

禅興寺第３排水区 

（織田処理区） 

〃 
□・1,000×1,000 

〃 

210 
  

合 計 

（織田処理区） 
 

〃 

720 
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第5表の1 

処  理  施  設  調  書 

処理施設 

の名称 
位 置 

敷地 

面積 

(ｱ－ﾙ) 

計画放流 

水質 

処理 

方法 

処理能力 

計画処理 

人口(人) 
摘   要 

晴天日 

最大 

(m3/日) 

雨天日 

最大 

(m3/日) 

〃 

朝日浄化 

センタ－ 

〃 

越前町大

字気比庄

28字清房 

〃 

100 

〃 

BOD15.0 mg/

㍑ 

     〃 

S S40.0 mg/

㍑ 

〃 

標 準 

活 性 

汚泥法 

〃 

6,000 

〃 

－ 

7,247 

6,699 

計画流入水質 

 〃 

BOD140 mg/㍑ 

 〃 

S S140 mg/㍑  

〃 

織田浄化 

センタ－ 

〃 

越前町下

河原第38

字宮ノ五 

〃 

123 

〃 

BOD15.0 mg/

㍑ 

     〃 

S S40.0 mg/

㍑ 

〃 

ｵｷｼﾃﾞｰｼｮ

ﾝﾃﾞｨｯﾁ法 

〃 

3,600 

〃 

－ 

4,931 

4,501 

計画流入水質 

 〃 

BOD140 mg/㍑ 

 〃 

S S190 mg/㍑ 

 

宮崎浄化センターの

機能を廃止し、織田浄

化センターで汚水を

受け入れる。 

宮崎浄化

センター 

－  

越前町江

波71,117

字 

－  

33 

－ 
－ 

ｵｷｼﾃﾞｰｼｮ

ﾝﾃﾞｨｯﾁ法

－ 

930 

－ 
－ －  
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第5表の2の1 

処 理 施 設 の 敷 地 内 の 主 要 な 施 設 

処理施設 

の 名 称 

主要な施設の 

名    称 
個数 構    造 能    力 摘  要 

朝日浄化 

センタ－ 

〃 

流入渠 

〃 

1式 

〃 

遠心力鉄筋コンクリ－ト管 

〃 

流下能力 約0.2m3/s 
 

〃 

沈砂池 

〃 

2池 

〃 

鉄筋コンクリ－ト造 
 2/2 

〃 

揚水ポンプ 

〃 

4台 

〃 

水中汚水ポンプ 

〃 

約12m3/min 
4/4 

〃 

流量調整池 

〃 

2池 

〃 

鉄筋コンクリ－ト造 

空気攪拌式サイドライン方式 

〃 

容量700m3 
2/2 

〃 

最初沈殿池 

〃 

4池 

〃 

鉄筋コンクリ－ト造 

放射流円形沈殿池 

〃 

水面積負荷40m3/m2・日 
4/4 

〃 

エアレ－ション 

タンク 

〃 

4池 

〃 

鉄筋コンクリ－ト造 

片側散気旋回流式 

〃 

エアレ－ション時間 約7時間 
4/4 

〃 

最終沈殿池 

〃 

4池 

〃 

鉄筋コンクリ－ト造 

矩形一方向常流式 

〃 

水面積負荷 約25m3/m2・日 
4/4 

〃 

塩素混和池 

〃 

1池 

〃 

鉄筋コンクリ－ト造 

水平迂回流式 

〃 

接触時間 約15分 
1/1 

〃 

放流渠 

〃 

1式 

〃 

遠心力鉄筋コンクリ－ト管 

〃 

流下能力 約0.2m3/s 
 

〃 

汚泥濃縮槽 

〃 

2槽 

〃 

鉄筋コンクリ－ト造 

重力式 

〃 

固形物負荷 約50㎏/m2・日 
2/2 

〃 

汚泥消化槽 

〃 

2槽 

〃 

鉄筋コンクリ－ト造 

ガス攪拌加温二段消化方式 

〃 

消化日数 約30日 
2/2 

〃 

汚泥貯留槽 

〃 

1槽 

〃 

鉄筋コンクリ－ト造 

〃 

貯留時間 約18時間 
1/1 

〃 

ガスタンク 

〃 

2槽 
 

〃 

容量 300m3 
2/2 

〃 

汚泥脱水機 

〃 

2台 
 

〃 

90kg DS/時間 
2/2 

〃 

送風設備 

〃 

4台 
 

〃 

風量 約25m3/min 
3/4 

〃 

中央管理棟 

〃 

1棟 

〃 

鉄筋コンクリ－ト造 

〃 

電気室、発電機室 
1/1 

〃 

ポンプ棟 

〃 

1棟 

〃 

鉄筋コンクリ－ト造 

〃 

沈砂池、ポンプ室 
1/1 

〃 

汚泥処理棟 

〃 

1棟 

〃 

鉄筋コンクリ－ト造 

〃 

ブロワ－室、脱臭機械室、脱水機室 
1/1 

〃 

水処理覆蓋 

〃 

1棟 

〃 

鉄筋コンクリ－ト造 

〃 

調整槽、最初沈殿池、エアレ－ショ

ンタンク、最終沈殿池、塩素混和池 

1/1 

〃 

受変電設備 

〃 

2台 
 

〃 

受電容量 約300KVA 
2/2 

〃 

自家発電設備 

〃 

1台 
 

〃 

発電容量 約200KVA 
1/1 
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第5表の2の2 

処 理 施 設 の 敷 地 内 の 主 要 な 施 設 

処理施設 

の 名 称 

主要な施設の 

名    称 
個数 構    造 能    力 摘  要 

織田浄化 

センタ－ 
〃 

流入渠 

〃 

1式 

〃 

遠心力鉄筋コンクリ－ト管 

〃 

流下能力 約0.15m3/s 
 

〃 

沈砂溜 

〃 

1池 

〃 

鉄筋コンクリ－ト造 
 1/1 

〃 

主ポンプ 

〃 

5台 

〃 

水中汚水ポンプ 

〃 

約8.9m3/min 
 

〃 

オキシデ－ショ

ンディッチ 

〃 

3池 

〃 

鉄筋コンクリ－ト造 

〃 

エアレ－ション時間 

       24hr 

3/3 

〃 

最終沈殿池 

〃 

3池 

〃 

鉄筋コンクリ－ト造 

円形放射流式 

 

〃 

水面積負荷 約10㎥/㎡･日 

3/3 

 

〃 

塩素混和池 

〃 

1池 

〃 

鉄筋コンクリ－ト造 

長方形水路旋回流式 

〃 

接触時間 15分 
1/1 

〃 

放流渠 

〃 

1式 

〃 

遠心力鉄筋コンクリ－ト管 

〃 

流下能力 約0.15m3/s 
 

〃 

汚泥濃縮槽 

〃 

1槽 

〃 

鉄筋コンクリ－ト造 

重力式 

〃 

固形物負荷 約50m3/m2・日 
1/1 

〃 

汚泥貯留槽 

〃 

2槽 

〃 

鉄筋コンクリ－ト造 
  

〃 

汚泥脱水機 

〃 

1台 

〃 

遠心脱水機 

〃 

約5m3/hr 
 

〃 

管理棟 

〃 

1棟 

〃 

鉄筋コンクリ－ト造 

〃 

電気室、自家発電機室、作業員控室、

薬品投入室、換気脱臭室、薬品供給

ポンプ室、監視室、事務室、会議室、

水質試験室、脱水機室 

 

〃 

受変電設備 

〃 

1式 
 

〃 

受電容量 約200KVA 
 

〃 

自家発電設備 

〃 

1式 
 

〃 

発電容量 約75KVA 
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第5表の2の3 

処 理 施 設 の 敷 地 内 の 主 要 な 施 設 

処理施設 

の 名 称 

主要な施設の 

名    称 
個数 構    造 能    力 摘  要 

宮崎浄化 

センター 

－  

オキシデ－シ

ョンディッチ

－ 
  

2池 

－ 

鉄筋コンクリ－ト 

 － 

エアレ－ション時間 24hr 

 － 

2/2 

－ 

最終沈殿池 

－ 

2池 

－ 

鉄筋コンクリ－ト造 

円形放射流式 

 － 

水面積負荷 約12m3/m2・日 

 － 

2/2 

－ 

塩素混和池 

－ 

1池 

－ 

鉄筋コンクリ－ト造 

平行流式 

 － 

接触時間 15分 

 － 

1/1 

－ 

汚泥濃縮槽 

－ 

1槽 

－ 

鉄筋コンクリ－ト 

 － 

固形物負荷 約40kg/m2・日 

 － 

1/1 

－ 

汚泥貯留槽 

－ 

2槽 

－ 

鉄筋コンクリ－ト 

 － 
  

汚泥脱水機 

－ 

2台 

－ 

遠心分離脱水機 

 － 

約1m3/hr 

 － 
 

機械棟 

－ 

1棟 

－ 

鉄筋コンクリ－ト 

 － 

脱水機室、電気室、事務室、その他 

 － 
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第6表 

ポ  ン  プ  施  設  調  書  （ 汚 水 ） 

ポンプ施設の名称 処理区の名称 
ポンプ施
設の位置 

施設面積 
(単位:㌶) 

一分間の揚水量 
(m3/分) 

摘 要 
晴天時最大 雨天時最大 

該当なし 

 

第7表 

貯  留  施  設  調  書 （ 汚  水 ） 

処理区の名称 
主要な貯留施設 

の名称 
主要な貯留施設 

の位置 
貯留能力 摘 要 

該当なし 
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(様式1）施設の設置に関する方針 

主要な施策 

(事業計画

に基づき今

後実施する

予定の事業

に関連する

ものを記

載) 

整備水準 

事業の重点化・ 

効率化の方針 

中期目標を 

達成するため

の主要な事業 

備考 
指標等 

現在 

(令和 7 年

度末) 

中期目

標 

(令和 12 年

度末) 

長期 

目標 

汚水処理 

水洗化率  93.7% 95.0% 99.0% 
管渠の面整備は終
了しており、今後は
水洗化率の一層の
向上に向けて、啓発
活動を引き続き実
施する。 
隣接処理区等との
統廃合により、管理
の効率化を図る。 

  

管路施設 

(管渠) 

緊急度Ⅰの
延長(令和 7
年度時点) 
 

0m 0m 0m 耐震化事業等との
調整を図り、特に規
模の大きい避難所
等に接続する管路
の老朽化対策を実
施する。 

  

管路施設 

(マンホ

ール) 

緊急度Ⅰの
箇所数(令
和 7 年度時
点) 

0箇所 0箇所 0箇所 
  

下水処理

場 

健全度2以
下の施設数
(令和7年度
時点) 

3施設 2施設 0施設 2処理場の老朽化対
策を引き続き実施
する。宮崎浄化セン
ターについては廃
止する。 

朝日浄化セン

ター改築工事 

織田浄化セン

ター改築工事 

 

浸水対策 

計
画
降
雨
に
対
す
る
整
備
が
完
了
し
た
面
積
の
割
合 

朝日処理区 

(計画降雨 47mm/h) 

未定 未定 未定 優先度の高い国道

付近等は整備が終

了しているが、今後

は内水ハザードマ

ップの策定を行い、

浸水リスクの高い

区域を特定して被

害の最小化を目指

す。 

 目標につい

ては、ハザ

ードマップ

を策定後に

具体的に定

める。 

織田処理区 

(計画降雨 45mm/h) 

未定 未定 未定 
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耐水化 

水
害
時
に
お
け
る
機
能
確
保
率 

処

理

場 

揚水機能が確

保された施設

数：1 

0％ 0％ 100％ 老朽化対策と調整

を図りつつ、令和 13

年度以降に朝日浄

化センターを対象

に各機能を確保す

る。 

  

沈殿機能が確

保された水処

理系列数：2 

0％ 0％ 100％ 

汚泥処理機能

が確保された

施設数：1 

0％ 0％ 100％ 

耐震化 

災害時

におけ

る機能

確保率 

主要な管渠 35％ 35％ 100％ 処理場は朝日、織田

を対象に耐震診断

済み。朝日は一部施

設で工事実施。 

継続して浄化セン

ター耐震化を図る

とともに、必要な資

機材の備蓄を進め、

災害時に必要な下

水道処理機能の確

保を進める。 

朝日浄化セン

ター耐震補強

工事(管理棟) 

 

織田浄化セン

ター耐震補強

工事(最終沈

殿池、ポンプ

室、前処理棟) 

 

下水処理場 0％ 33％ 100％ 

高度処理 該当なし 
      

合 流 式 下

水 道 の 改

善 

該当なし 
      

汚泥の 

再生利用 

燃料または肥料として

有効利用された割合 

0% 0% 100%   隣接市町、広

域圏と調整中

であり、方針

が決まった段

階で目標の設

定、重点化・

効率化の方針

を定める。 

その他 
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（様式 2）施設の機能の維持に関する方針 

ａ）主要な施設に掛かる主な措置 

i) 劣化・損傷を把握するための点検・調査の計画 

主要な施設 点検・調査の頻度 

管渠施設 【腐食環境下】 

5年に1度の頻度で点検を実施。点検で異状を確認した場合

には調査を実施。 

【上記以外】 

15年に1度の頻度で点検を実施。点検で異状を確認した場

合には調査を実施。 

汚水ポンプ施設 該当なし。 

水処理施設 概ね30年(目標耐用年数)で改築を検討する。 

汚泥処理施設 概ね30年(目標耐用年数)で改築を検討する。 

 

ii) 診断結果を踏まえた修繕・改築の判断基準 

主要な施設 修繕・改築の判断基準 

管渠施設 緊急度がⅠのものを修繕・改築の対象とする。 

汚水ポンプ施設 該当なし。 

水処理施設 診断結果が健全度2以下で改築を実施。 

汚泥処理施設 診断結果が健全度2以下で改築を実施。 

 

iii) 改築事業の概要(令和 8 年度～令和 12 年度) 

主要な施設 改築事業の概要 

管渠施設 目視調査実施予定 

汚水ポンプ施設 該当なし。 

水処理施設 
機械設備：前処理設備、水処理設備 

電気設備：自家発電設備、監視制御設備 

汚泥処理施設 移動式汚泥脱水乾燥車 

 

b）施設の長期的な改築の需要見通し 

改築の需要見通し 

(年当たりの概ねの事業規模の試算) 
試算の対象時期 試算の前提条件 

概ね 0.3 億円 概ね50年後 
土木・建築は目標耐用年数75年、機

械・電気は目標耐用年数25年で改築 
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上段：変更前
下段：変更後

財政計画書 （単位：百万円）

イ　経費の部

管渠 処理場 計
うち

用地費

14,143 42 8,290 22,475 135 22,858 4,343 0 49,676

過年度 13,807 7,464 21,313 135 21,814 3,952 0 47,079

- - - - - - - - -

令和8年度 67 336 403 0 251 80 0 734

- - - - - - - - -

令和9年度 41 589 630 0 276 79 0 985

- - - - - - - - -

令和10年度 57 291 348 0 227 78 0 653

- - - - - - - - -
令和11年度 481 25 506 0 169 78 0 753

- - - - - - - - -

令和12年度 417 29 446 0 121 76 0 643

14,143 8,290 22,475 135 22,858 4,343 0 49,676

合計 14,870 8,734 23,646 135 22,858 4,343 0 50,847

記載要領

　1. 流域関連公共下水道は、「建設改良費」の欄に建設費負担金、「維持管理費」の欄に管理運営費負担金を含む。

　2. 「起債元利償還費」の欄には、企業債取扱諸費を含む。

上段：変更前
下段：変更後

（単位：百万円）

国費
他会計
繰入金

受益者
負担金

その他 計
下水道
使用料

※

他会計
繰入金

その他 計

8,750 11,585 929 1,211 0 22,475 5,915 21,145 143 27,201 49,676

過年度 8,185 877 1,211 0 21,313 4,903 20,720 143 25,766 47,079

- - - - - - - - - - -

令和8年度 227 21 0 0 403 206 125 0 331 734

- - - - - - - - - - -

令和9年度 343 33 0 0 630 206 149 0 355 985

- - - - - - - - - - -

令和10年度 174 18 0 0 348 203 102 0 305 653

- - - - - - - - - - -

令和11年度 276 9 0 0 506 200 47 0 247 753

- - - - - - - - - - -

令和12年度 245 0 0 0 446 197 0 0 197 643

8,750 11,585 929 1,211 0 22,475 5,915 21,145 143 27,201 49,676

合計 9,450 958 1,211 0 23,646 5,915 21,143 143 27,201 50,847

記載要領

　1. 「建設改良費」の「その他」の欄には、工事費負担金、都道府県補助金等を記載する。なお、流域下水道は建設費負担金を含んで記載する。

　2. 「維持管理費及び起債元利償還費」の「その他」の欄には、都道府県補助金、積立金取り崩し額等を記載する。なお、流域下水道は管理運営費負担金を含んで記載する。

　3. 下水道使用料については、最近の有収水量の動向、国立社会保障・人口問題研究所等による人口・世帯数の見通し、企業立地の見通し等を踏まえた上で算定すること。

　4. 「下水道使用料※関連事項」の講じる対策の記載にあたっては、「下水道経営改善ガイドライン（平成26年6月、国土交通省・（公社）日本下水道協会）」等も必要に応じ参照すること。

　5. 「下水道使用料※関連事項」の「その他の講じる対策」の欄には、例えば、下水道使用料の見直し検討や徴収対策の取組について記載する。　

0

（様式３）

年次 建設改良費
起債元利
償還費

合計
ポンプ場

42

0

0

維持
管理費

その他

年次

ロ　財源の部

建設改良費 維持管理費及び起債元利償還費

合計

221

0

0

42

42

起債

11,040

155

254

156

201

12,027

下水道使用料※関連事項

接続率：95.9％（令和7年度：初年度）　→　　97.2％（令和12年度：最終年度）

講じる対策：臨戸訪問による接続促進、広報を活用した下水道の接続促進

有収率：69.7％（令和7年度：初年度）　→　　73％（令和12年度：最終年度）

講じる対策：不明水、管路調査の実施、誤接続防止

その他の講じる対策

（様式3）財政計画書 
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